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グロ ーバル ・ コモンズ ・ コンシェルジュメンバー

（後列左から）

国際地域創造学部4年次富永時貞さん、地域共創研究科LyuYouさん（参加者）、
国際地域創造学部3年次照屋莉音さふ教育学部4年次岸本妃南子さん
（前列左から）

国際地域創造学部3年次高良茉那さん、 国際地域創造学部3年次Yang
Juanzhenさん（呑加者）、理工学研究科Malistani Neamatullahさん（参加者）、
理学部3年次屋富祖七海さん（参加者）

GCCとは・・・
GCC（グロ ーバル・コモンズ・コンシェルジュ）は、琉大生の外国語学
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習や留学をはじめ、国際交流に興味の
ある学生をサポートする学生グループ
です。日本人学生や外国人留学生が各
イベントに参加し 、 英語や中国語、 日
本語等での会話を楽しみながら語学
力を伸ばす目的とした活動や、留学経
験や知識のあるメンバーに、留学情報
や語学学習の方法について相談でき
るカウンセリングや、ワ ー クショップを
行っています。学生同士だからこそ気
軽にお話しできるのがポイントです。
様々な人の経験から学習の楽しさを
学び、 海外経験に一歩踏み出せるよう
な機会になればという想いで日々活動
しています。

（後列左から）

国際地域鯖造学善

国際地域創造学部



注目！琉大生
り[lーバル・ Jモンス・ Jンシェルジl

GCC 

中心メンバーコメント

GCCとして琉大生に英語学習の機会を提供できることにももち
ろん楽しさを感じますが、偉大な先輩方から受け継いだGCCと
いう組織の中で活動できていること、素敵な現GCCメンバー に
囲まれていることが何より楽しいし嬉しいなと思います。外国語
や国際交流に興味があってもGCCのイベントに参加したことが
ない琉大生も多いと思うので、誰でも気軽に参加しやすいよう
な、さらに素敵なコミュニティにしていきたいです！ （教育学部4
年岸本妃南子）

私たちは日本語・英語などの会話力向上や、留学情報の提供など
， を行っています。特にしばふJapaneseとしばふEnglish は、海外

からの留学生と日本人学生の交流の場所になっています。英語は
まだまだこれから！という方もしばふEnglishへの参加でグング
ン伸びています。
お気軽に参加してみませんか？（教育学部3年茂朋志）

GCC では、しばふEnglish/Japaneseという英語・日本語会話の
セッションを実施しています。GCCメンパー がホストを行なってお
り、進行の流れを考えたり、周りの状況を見たりと、多少の難しさ
を感じます。しかし、それ以上に参加者から 「 楽しかった！」 「 また
参加したい！」という声が励みになっています。（国際地域創造学
部2年屋宜真乃心）

置
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＇琉球大学におけるDXの取組

背景と経緯
世界的にあらゆる面での破壊的変革が進み、わが国でもデジタル技術によるビジネスや生活の変革を目指すDX（デジタ

ルトランスフォ ーメーション）を通して、デジタル社会への変革の歩みが強まっています。大学は、学理を追求する中で人材を

育成することに加え自らを変革して、この社会の歩みを牽引する役割を果たす必要があります。

琉球大学は、業務のデジタル化や組織 ・ 活動の改革の取組を強めつつ沖縄ならではの特色を付加し、ポストコロナの新し

い大学の姿を見据えて、本学の存在価値を再構築することを目指す「琉大トランスフォ ーメーション( R X)」推進プロジェク

トを立ち上げることとしました。学長は2022年8月16日に「R X推進直言」を発表しました。

RX推進宣言
世界では、急速なICTやAIの発展やボー ダレス化等により、社会のあらゆる局面において破壊的変革が進んできていま

す。日本は、経済成長の減速や人口減などによる厳しい状況の中で、これらの流れに対応しなければなりません。そのため、

さまざまな組織で、デジタル技術によりビジネスや生活を変革しようとするデジタルトランスフォ ーメーション(DX)に取り

組んでおり、デジタル社会への歩みが強まっています。このような状況の中、大学の本分である教育 ・ 研究 ・ 社会貢献を進め

つつ、自らを変革するとともに、この社会の歩みを牽引するという役割を果たさねばなりません。

琉球大学は、これまで適時、業務のデジタル化や組織・活動の改革を行ってきました。今、その取組を一層強め、さらに沖

縄ならではの特色を付加し、ポストコロナの新しい大学の姿を見据えて、本学の存在価値を再構築する変革（ トランス

フォ ーメーション）を早急に進める時を迎えています。

そこで本学では、DXを適じて教育と学生支援・研究・医療・運営、そして働き方を大きく変革することを目指す「琉大トラン

スフォ ーメーション」推進プロジェクトを立ち上げます。RX推進プロジェクトは、「楽しくチャレンジ」「まず実行」を念頭に、

全学の一人一人の知恵と力を合わせ、個々の課題に取り組み、その結果から学び、さらに新たな課題に取り組んでいくサイク

ルを迅速に廻すスタイルで進めます。

本学は、RX推進プロジェクトを通じて、大学機能の高度化と構成員の充実したキャンパスライフを実現するとともに、「地

域とともに豊かな未来社会をデザインする大学」としてさらに前進することを目指します。

このRX推進宣言を受けて、RX推進基本方針が制定されています。基本方針には、個別の業務・処理プロセ

スをデジタル化し、次のステップでデジタル化を生かした業務システム全体を変革した上で、大学機能の喬度

化と構成員の充実したキャンパスライフを実現して地域とともに豊かな未来社会をデザインする大学となる

ことを説明しています。業務運営RX、教育 ・ 学生支援RX、研究RX、医療RX、地域貢献・国際交流RXと5つの 学長メッセージ

業務分野に整理し、各担当理事の下で検討・実施していきます。また取組のスタイルとして、「楽しくチャレン

ジ」「まず実行」を念頭にしたアジャイル型手法（短期間で要求の変更への対応を積み菫ねる開発手法）を用い

て進めることを明示しています。

03- News J,ettcr Vol.32 

琉大トランスフォーメーション(RX)の手法、プロセス、目指すところ

RX 
Ryud●iTransformation 

ステージ2
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ステージ3
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・大学の機能高度化
・構成員のwell-being

の向上

ステージ1
デジタル化を活かした
業務の改善

� 
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身近なところから
デジタル化 機能高度化手法と意識の変革

•楽しくチャレンジ
•まず実行（アジャイル型）
・デザイン思考
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RX推進体制
学長を本部長とするRX推進本部においてRX戦略の企

画・立案を行います。RX推進本部の下にRX推進室を設置

し具体策の検討・実施や実施支援を行います。そして

個々の課題毎にプロジェクトチームを設置し、解決に取組

みます。

RX (Ryudai transformation)推進体制

m
 

□
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取組事例
すでに10のプロジェクトチームが活動を始めており、実

用化されたものもあります。令和4年11 月にMic「osoft

Formsを利用した「電子申請制度」を開始しました。この

制度により、紐による兼業依頼を廃止し、兼業申請依頼状

（後列左から）職員課の本郷弘子さん、 1 11橋｝l|酒子さん、 学長企画室の東江

俊郎さん（前列左から）職員課の赤嶺美佐江さん、 末吉ひかるさん、松原智

子さん

への署名及び押印を不要にすることができ ています。ま

た、‘電子決裁システムを利用するなど、併せ て決裁フロー

も改善した結果、許可書送付まで平均2か月を要していた

ところ、約10日まで短縮することができました。新制度を

開始してから、約 一 月後の時点で、456件の兼業を電子申

請で受け付けていますが、大きな混乱もなく、順調に処理

を進めています。今後は、部局担当者にヒアリングを実施

し、継続して業務改善を進めていく予定です。

また、令和5年2 月には、情報基盤統括センタ ーで発行

しているユーザID（教育研究用）の継続申請をMicro

soft Fo「msの利用により、ペー パーレス化いたしまし

た。その結果紐の使用量を前年比の約 4分の1に削減す

ることが出来ました。

左から 、 情報企画課の安座間理恵さん、 大｝1|康治さん、 情報基盤統括セン

タ ーの庄司博光さん、 仲地孝之さん、 新田保敏さん

‘さらに、学生参加による課題解決も始まっています。工

学部工学科知能情報コ ースのソフトウエア開発演習I(2

年必修科目）は学生チームによるソフトウエアの開発実践

を行う科目で、令和4年度第3クオータ ーでは大学事務か

ら提供された4件の課題に対して8チームが、アジャイル

型開発による業務サ ービ スを自動化するアプリの制作に

取り組みました。その後、職員を構成メンバーとしたプロ

ジェクトチームにおいて、アプリの実運用を目指して調整

を行っています。

今後の進め方
これから、業務・運営、教育・学生支援、研究、医療、地域

貢献・国際交流それぞれのRXにおいて取り組むべき項目

を整理し、教職員の皆さんから業務改善や企画について

意見を伺います。また、令和5年度以降の活動基本計画を

策定し、RX推進を着実に実施していきます。
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世界のウチナ ー ンチュ大会における琉球大学の取組

第7回世界のウチナーンチュ大会2022記念シンポジウム
「琉球大学と中南米県系人との未来連携を考える～これまでの取り組み、今後の展望～」

第7回世界のウチナーンチュ大会（開催期間：2022年10月31 日～ 11月3日）に合わせ、大会の趣旨である「未来に向けた沖縄
と中南米ウチナー ンチュの連携」について本学が果たすべく役割を様々な視点から考えることを目的として 2022年11月1日本
学にて記念シンポジウム「琉球大学と中南米県系人との未来連携を考える～これまでの取り組み、今後の展望～」が開催されました。
当日は会場での対面ブラジルやアルゼンチンの中南米とオンライン(Zoom)で繋いだハイブリッド形式で実施され、海外からのウチ
ナーンチュを含め、学内外から 114名が参加しました（対面56名、Zoom58名）。

第1 部基調講演では、本学や中南米にゆかりがある6名の講演者から中南米や本学での体験談等の講話がありました。第2 部では本
シンポジウムのテーマに沿い、前学長の大城肇氏を迎え、カストロ工学部教授のファシリテーションにより、会場に参加していた沖縄
県人会代表者等との質疑応答形式によるパネルディスカッションが、日本語、スペイン語、本学留学生のワリゴダさんのポルトガル語
での通訳も交えて行われました。

大城前学長からは、本学の中南米サテライトオフィスの設
置ブラジル、アルゼンチン、ボリビア、ペルーの各沖縄県人会
と連携協定を締結したことなど、本学のこれまでの取組につ
いて報告がありました。また、本学の牛窪理事からは、大学の
国際戦略基本方針等で謳われている沖縄県系人との連携強化
のため、前述の中南米4 カ国の沖縄県人会からの留学生受入
支援制度新設に向けた検討が行われているとの説明がありま
した。

これに対し会場からは県系人受け入れ促進の取組は、琉球
大学に留学を希望する若者にとって非常にありがたいことで
あり留学希望者の専門性と受入側のマッチングが上手くい
くよう期待したいとの意見がありました。さらに留学生受入
れの一方向だけでなく、沖縄からも多くの学生を中南米に派
遣してもらい双方向の交流を進め、留学後の県系人の将来も
担保できるようなシステム作りが重要である、との意見もあ
りました。

今回のシンポジウムでは、中南米沖縄県人会と本学との連
携強化を目指す有意義な意見交換が行われたと同時に、入口
から出□まで、大学としてどのように協力連携していくべき
かという、今後の交流促進に向けた取組を行っていく上で新
たな課題も生まれました。

中南米各国との連携をこれまで以上に活発なものにするた
めにもさつそく本シンポジウムで報告された沖縄県系人受
入支援制度について、2024年度前学期から受け入れが開始
できるよう創設に向けて準備を進めています。
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鯖7回世界のウテナーンチュ＊＊2022
記念シンポジウム

［第1部 基調講演5:00-6:40pm】
く使用言語：日本語＞

l.「中悶米の魅力を摸t方J 三輪能弘（元外務省職員）
：2．「琉球大学による中間米県系人への移民調査J 宮内久光（琉球大学教授）
3.「中間米地域における防災の取組み」 伊良部秀輔 (LAC環境防災7ド II

＊イが一）
:4.「県系人としての日本での歩み」 儀保ルシーラ悦子（上誓大学准教授）
15.「沖縄留学経験J 宮城エルネスト(;:II;;イレス大学助教授）
6.「ポリビア開拓記外伝」 ,.r.— 渡邊英樹（代々木西脇t・ルゲルーブ会長）

【第2部 パネルディスカッション6:50-7:30pm
啜し琉球大学と中南米県系人との未来連携について 一 “ 

く使用言語：日本語・スペイン語・ポルトガル語＞
大城肇（琉球大学鯖16代学長）、牛窪潔（琉球大学国際交流担当瑾事）、

三輪能弘、儀保ルシーラ悦子、渡邊英樹、各沖縄県人会代表
-" 

11月 1日（火） 5:00....7:30PM(JST) 
― ‘ ヨン（大学会館） 3階

•当日会鳴にお越しの湯合は、事貯璧鰊は必賽ありません．
”●込が必璽です．以下のURI.IIしくはQRコー ドから� .,. 
＂に畳●警お●いし攣す．
紐URL: httpI:llforms.offlc●●com/rltYb3YmHh6J 匝醐呼研、 ぐや｀

砂レ ↓
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学生企画イベン ト 『出張 し ばふ Japanese@
ウチナーンチュ大会～琉大生と 日本語でゆんた く しよう ！ ～』

琉球大学では、 「海外沖縄県系人ネッ ト ワ ー ク との連携」を 国 際戦略の
1 つ と して掲げて お り 長年 に わ た り 北米や中 南米からの沖縄県系留学

生の受入や移民研究等積極的 に取 り組んでいます。 これま で に ハ ワ イ や
南米 4 カ 国 、 台湾の沖縄県人会と 連携協力覚書を締結 し 、 相互交流を推
進 し て います。

令和 4 年 1 0 月 3 1 日 ～ 1 1 月 3 日 に沖縄県内で開催された「第 7 回
世界のウチナ ー ンチ ュ大会」 で は、 中期将来 ビ ジ ョ ン に お け る 海外沖縄
県人会等ネッ ト ワ ー ク との交流促進の取組と し て 、 本学から GCC （グロ
ー バル ・ コ モ ンズ ・ コ ン シ ェ ルジュ） 学生が中 心 と な っ て 、 海外参加者
と交流するイ ベ ン ト を 開催 し ま した。 「世界のウチナー ンチュ （沖縄県系
人） 大会」 は、 海外の沖縄県系人等が沖縄 に 集 い 、 県 民 と の交流を 通 し て
次世代のウ チナ ー ン チ ュ ネ ッ ト ワ ー ク の拡大 • 発展やアイ デ ンテ イ テ
ィ ー の継承等 に繋げる こ とを 目 的 と して 、 概ね 5 年毎に沖縄で開催され
て い ます。

ウチナ ー ンチュ大会では、 海外参加者と 日本語での会話を楽 し むアク
テイ ビティ を企画 し 、 海外からの県人会を は じめ 、 県内外から約 90 名以
上の参加者が本学ブー ス に訪れま し た 。 ハ ワ イ やグ ア ム を は じ め 、 ペル
ーや ブ ラ ジル、 ボ リ ビアなどの南米諸国から訪れた県系参加者と 日本語
や英語で楽 し く 会話を交わ し 、 また南米出身県系人 に スペイ ン語やポル
ト ガル語などを教わ り 、 言語交換を通して新 し い学びの き っ か け に も な
り ま し た 。 沖縄の文化 に 関す る ク イ ズや早口言葉ゲー ムをするなど盛 り
上が り 、 交流を適 し て相互の言語や文化に つ いて異文化理解を深める こ
とができま した。

翌均 ・9霞筐●のウチ 9ー ソが大●亭●企● イ ベ ン ト#，., The7th worldwide uchinanchu Festiv●IStudoot P『oj•ct E,oot

出 張 し ば _., J A P A P A N E S E @ ウ チ ナ ー ソ チ ュ 大 会
～琉大 生 ピ 日 ＊1, て ゅ ん た く し よ う ～

Shibafu Japanese @ Uchinanchu festival 
- Let's yuntaku (chat) with students from 

the University of the Ryukyus -

一
10/31 Mon 6-9pm 

2022年 10月31日 （月1 18:00 ~21:00 11/01 Tue 6-9pm 
11月1日 （火） 18,00~21,oo
11月3日 l*I 11,00~21,oo 11/03 Thu llam-9pm 

ウ チ ナ ー ソ チ ュ大会会場内 （沖縄セ ル ラ ーパー ク 那覇）

@ Okinawa Cellular Park Naha 
いろんなIll、 9 ヽろんU年代、 謙ても welcome!！

琉大生が溝外ウ チナーソチュ ビ 自由に お し 亭 ぺ り
日本19を中心9aB11119ヽ交えながら楽 し 〈 翼文化交演 、

9

Anyone from all countries & ages can join us for a chat together! 
Enjoy the cultual exchange, languege learning and 

more with people from all over the world! 
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・ 授業紹介

日本語研究入門
人文社会学部 教授

よ し むら ひろ み

吉村 裕美先生

は じめ に

新入生の気持ち に な っ て みま し た 。
大 学 に 入 っ た ら 、 興味があ る 授 業 だ けで い い と 思 っ て いた

の に 「共通教育 」 を 履修 し な けれ ば い け な い ら し い。 空 き 時 間
で受講でき そ う なの は ？ 「 日 本語研究入門」 ？ 日本語な ら 何 と
かなるかも。

こ のよ う に 、 「 日 本語研究入門」 の履修者の 多 く は 、 消極的な
動 機で履修登録 し て きま す 。 そんな受講生た ち に 、 ど う や っ た
ら 巳 本語学のおも し ろ さ を 少 し で も 感 じ て も ら える か ？ これ
が私のチ ャ レ ン ジです。

日本語学 と は ？

人 間 は 言語 に よ っ て コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン を し 、 社会 活 動 を
行 っ て い ま す。 言 語 （特 に 第 一 言 語） は 、 日 常 生活 に お い て 、 空
気のよ う な存在 で あ り 、 ふだ ん は そ の し く みや はた ら き に つ
い て 考 え る こ と は あ り ません。 し か し 、 そ こ に 「 ？ 」 を発 見 し 、

用 例 を 集めながら考察を進め 、 分 析 して い く と 、 文化 的な背景
や 、 歴史 的な変化の痕跡や、 変 わ り 続 け る 日 本語 の姿が浮かび
上がっ て き ま す。 こ ん な 日 本語学の魅力 を 伝え た い と 思 っ て
います。

-9 
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学習者の力 を信 じて

大学生の こ ろ 、 野外活動 リ ー ダー を して い ま し た 。 そ こ で先拮
リ ー ダー に教えられた こ とがあ り ます。 それは、 「与えすぎないこ
と」 「教えすぎな い こ と」 「子ともの発想を信 じ る こ と」 で し た 。 こ
の教えは 、 大学での授業の組み立てでも生きてきます。

「日本語研究入門」では 、 日 頃何気な く 使っている 日本語の表現
について、 「何で ？ 」 と い う 問 いを提供 します。 そ して時に は、分析
に必要な理論を少 しだけ伝えます。 そ してグルー プワ ー ク を して
も ら います。学生たちは議論を しながら分析 していきます。

た と えば、 日本語の文字体系 は何種類も文字を使っ て いて複
雑です。 し か し 、 学生たち に 「 じ や あ 、 ロ ー マ字だけ にする ？ 」 「全
部 カ タ カナ は ど う ？ 」 と投げかける と 、 今の複雑な文字の使い分
けを維持 し た いと言います。 では、 なぜそ う思 う のか ？ ど う い う
利点があるのか ？ を問 う と 、 学生たちは考え始めます。 調べて い
く と 、 国語国字問題の歴史的経緯 に気づ き 考察が進みます。 そ
れ を じ っ と 見守 り 、 時 に ヒ ン ト を 出す。 オ ン ラ イ ンでも対面で
も 、 こ の よ う な形で授業を して います。

対面授業がで きな く なっ た 2020 年度は、 まだ不慣れだ っ た
ため 、 グルー プワ ー ク を 取 り 入れる こ とができませんで し たが、
2 0 2 1 年度は、 オ ン ラ イ ンでもグルー プワ ー ク を主体と した授
業をする こ と ができ ま し た 。 2022 年度は、 対面授業 に 戻 り 、 さ
ら に 改革を進め、 反転型の授業にチャ レ ン ジ し ま した。学生たち
の協力で 、 前進する こ とができています。

「 しかたな く 履修 し た け ど 、 取 っ て よ か っ た」 と言っ て も ら え
る授業を 目 指 し 、 もっ とで き る こ とがないか、模索 し て い き た い
と思います。
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マスコ ミ と社会
人文社会学部 講師

く や ま キ よ み

渡久山 清美先生

は じめ に

令和 3 年度のプロ フ ェ ッ サー ・ オブ ・ ザ ・ イ ヤ ー賞の受賞 に
あた り 、 コ ロ ナ禍で遠隔講義 と な っ た「マス コ ミ と社会」 を と も
に 創 り 上 げて く れた学生と教職員やスタ ッ フ の ご協力 に心よ り
感謝いた し ます。

本講義の概要 と 目標

「マス コ ミ と社会」 は、 現代社会 に おけ る メ ディ ア の役割や影
響を 、 講義や ド キュ メ ンタ リ ー 視聴、 グルー プワ ー ク や レポー ト
作成を 通 し て考察 し て い く 授業です。 Mic「osoft Teams での
ラ イ ブ講義に対する コ メ ン トペーパーや レ ポー トを WebClass
に提出 しても ら い 、 私のコ メ ン トを付して点数を返却 し ま し た 。

本講義では、 ジャ ー ナ リ ズムの機能や意義を理解 し 、 メ ディ ア
の報道や SNS で拡散される情報 に 関 し て建設的 な批判ができ
る こ とを 目 指 し て い ます。 ま た 身近な沖縄の社会 における報道
を取 り上げ、 弱者の立場 に立っ て報道する 「ケアのジャ ー ナ リ ズ
ム」の実践につ いて知見を深めます。 学んだ理論や概念を用 い 、
記事や動画を分析 し 、 ジ ャ ー ナ リ ズム ・ リ テ ラ シ ー を 身 に づ け
ていきます。 令和 3 年度は、 沖縄のみならず全国や海外でも問題
になっている水質汚染に関する『永遠の化学物質 水の P F A S
汚染』や 「ケア の ジ ャ ー ナ リ ズム」の重要性 に つ いて 説 く 『オ ン
ナ ・ コ ドモのジャ ー ナ リ ズム』な どの書籍を参考 に 講義を進め
ま した。

参考文献

I l  
采遠の化学物浜
水の PFAS汚染

馳］話

ジ ョ ン ・ ミ ッ チェル 小泉昭夫 島袋夏子 阿部小涼 訳 (2020)
『 永遠の化学物質 水の PFAS 汚染 』 岩波書店 ．

林香里 (20 1 1 ) 『 ＜ オンナ ・ コ ドモ ＞ のジャ ーナ リ ズム ケア
の倫理と とも に 』 岩波書店 ．

オ ン ラ イ ン講義でのグルー プワ ー ク につ いて

グルー プワ ー ク で は、 私たちがE3 ごろ接 し て い る マ ス ・ メ デ
ィ アや SNS の コ ミ ュ ニケー シ ョ ンの特徴や課題を多角 的 に捉
え 日 々 のメ ディ ア接触で活かせる方法な どを考えて い きます。
沖縄のメディ アや書籍か ら PFAS 水質汚染報道 に つ いて学ん
だあ と 、 情報発信のアイ デアを共有 し ま し た。 PFAS 汚染 に つ
いて初めて知 り 、 マス ・ メディ アの報道が 自 分 たちの暮ら し や
命を守る こ と に直結 し て い る こ と が確認で き 、 自 分でも何かし
た い と い う 学生の思いが伝わって きたからです。

オ ン ラ イ ンでの発言 に苦手意識のあっ た複数の学生も 、 次第
に 「次回は頑張る ！ 」 と グルー プ リ ー ダー を 申 し 出 た り 、 メ ンバ
ー が話 しやすいよ う に大 き く う なずいた り 笑顔で応 じ た り と 、
それぞれが前 向 き に 取 り 組んで く れま し た。 私が Teams の操
作 に苦心 している と 、 辛抱 強 く 待ち、 対処法を調ベア ドパイ ス し
て く れた学生も います。

他学部の学生 と交流で き た こ と が楽 し く 、 視野が広がっ た と
い う 意見も多かっ たので 、 話 し合いを効果的 に進められる よ う
に 、 学生の提案を毎回取 り 入れま した。個人で意見をま とめる時
間を設け、 前回の授業のテ ー マ とつ な げて ワ ー ク シ ー ト を 作成
し 、 メ ンバー構成も工夫 し た と こ ろ 、 意見交換が活発になっ た と
い う 声があ り ま した。

おわ り に

グルー プワ ー ク や私とのコ メ ン トペーパー のや り 取 り を 通 し
て 、 コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンを 図る相 手への思 いや り が育まれて い
る と 感 じ ま し た。 講義で触れた 、 SNS で顕著 に な っ て き たヘイ
ト ス ピ ー チや誹謗中傷に対 して断固 と した態度で臨む倫理観も

培われたのではと期待 しています。
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授業紹介

琉大特色 ・ 地域創生特別講義 I
（地域創生のためのテジタルマーケティ ング入門）

キャ リ ア関係特別講義v
（人生100年時代におけるキャ リア開発のための働き方入門）

地域連携推進機構 准教授

は じめ に

こ じま はじめ

小島 肇先生

今 回 、 私が担当 し て い る 科 目 が「琉大特色 ・ 地域創生科 目 」 と
「キャ リ ア関係科 目 」 の 2 部門でプロ フ ェ ッ サー ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤー

を受賞させて頂きま した。 名誉ある賞を 2 部門 同 時 に 頂 き 授業
に協力頂いて いる関係者の皆様に感謝する と と も に 、 身の引き締
まる思いです。 誠に有難う ございます。

私は前職で国土交通省の業務中心 に 、 出 向先の内閣府沖縄総合
事務局では沖縄振興も担当 し て い ま した。琉球大学が文部科学省
の補助事業で あ る 「地 （知） の拠点大学 に よ る地方創生推進事業
(COC + ） 」 に採択された こ とを機に、 それを担当する実務家教員
と して琉大に着任 し ま した。以降、 国土交適省や内閣府、 沖縄美ら
島財団などで培っ た専門 的な知識や人脈、 経験を活 か し て 、 沖縄
の地域理解や地域振興、キャ リ ア に関する科目を学内外の関係者
と連携 し て担当 して います。

講義の概要

今回プロ フ ェ ッ サー ・ オブ ・ ザ ・ イヤ ー の受賞対象と な っ た
2 科 目 も 、 COC ＋ を機 に 開 講 し 、 補助事業終了後も継続 し て い
る科目です。 「琉大特色 ・ 地域創生特別講義 I （地域創生のため
のデジタルマ ー ケティ ング入門） 」 は、 20 1 6 年よ り 開講 し て い
る科目で、 地理的な制約を超え 島嶼地域における成長産業と し
て沖縄振興でも重要視されて い る ICT に 関連 し て 、 デジタルの
発達に よ り変化する企業のマ ーケティ ング活動を学ぶ内容と し
て 、 世界展開する大手 IT 企業や地元銀行等の協力 のも と に開講
し た科目です。 2 0 1 9 年から は沖縄でデジタルマ ー ケティ ン グ
を行う企業やプログラミ ング教室を主宰 している大森洋介先生
と と も に担当 し 、 内容も発展 し て きて います。 も う 1 つの「キャ
リ ア関係特別講義V （人生 100 年時代 に お けるキ ャ リ ア開発
のための働き方入門） 」 も 「デジタルマ ーケティ ング入門」の開講
に関わって頂いた企業の方を 中心に 、 これからの働き方 、 県外企
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業が沖縄を ど う 見て いるか、 沖縄の可能性等を キ ー ワ ー ド に立
ち上げたキ ャ リ ア関係の科目 です。 外部講師の話題紹介も活用
し つ つ 、 沖縄 と い う 切 り 口 で総括 し て い ま す。 こ れ ら の科 目 は
「地域創生副専攻」 の対象科目 と して 、 沖縄の地域特性理解や、 地
域振興等を学ぶ科 目 と な っ て い ます。 こ の ほか に も 「琉大特色 ・
地域創生科 目」 に おいて複数の科 目 を担当 してお り 、 共通教育科
目 と して学部や学年 を 問 わ ず受講でき ますので、興味のある科
目 があ れ ば 受 講 し て み て く だ さ い。 具体 的 に は、 20 1 9 年 と
2020 年 に プロ フ ェ ッ サー ・ オブ ・ ザ ・ イヤ ー 受賞させて頂い
た 「琉大特色 ・ 地域創生特別講義 III （地域創生のための地域商品
開発入門） 」や、 沖縄の航空会社であ る JTA や RAC の寄附講義
である 「沖縄の航空事業と地域振興」及び「沖縄の航空事業と地域
振興 II 」 、 沖縄美 ら海水族館等の管理運営を行って いる沖縄美ら
島財団の寄附講義である 「琉大特色 ・ 地域創生特別 講義IV （沖
縄美ら 島地域資源活用論） 」 な ど 、 沖縄の大学で し か学べな い科
目を多 く 担当 して います。

自 分の言葉で沖縄の魅力 を発信

琉球大学 に は 、 「沖縄が好き」 と い う 学生が多 く います。 それは
良 い傾向だと思いますが、 授業で沖縄 こ とを 取 り 上げる と 「初め
て 知 っ た」 「行っ た こ と もない」 と い う声も多 く 挙がっ て きます。
沖縄に は課題も多 いですが、 多 く の魅力 も持っ た地域であ り 、 多
く の事業 ・ 取組が展開 されて います。琉球大学の学生 に は 、 大学
での学びを 通 し て 、 根拠を持 つ て 自 身の言葉で沖縄の魅力を発
信 し 、 「だから沖縄が好き」 と主張で き る よ う になって欲 し い。 そ
んな機会を提供できればと思い、 き ょ う も教壇に立って います。



情報科学演習
工学部 教授

おか ざき たけ お

岡崎 威生先生

は じめ に

デー タサイエ ンスに関 しては 、 デー タ を起点 と し た価値判断や
意思決定する姿勢を身につけられる よ う に努めています。実社会
で求められているのは実践力である こ とか ら 、 課題解決的な演習
（デー タ 収集 、 加工 、 表現 考察 、 意思決定） を 取 り 入れて います。 限
られた時間と知識 ・ 技術の中での演習 活動は形だけの も の に な
り がちで 、 実質化する ために は学生の主体性が大きなカ ギ と な り
ます。 意味のある課題設定や深い考察を実現する た め に も 、 学生
の自分事となる よ う な工夫が大事だと感 じ ます。

講義の概要

共通教育科目 の情報科学演習では 、 コ ン ピ ュ ー タ や イ ン タ ー

ネ ッ ト な どの情報通信技術 に つ い て 学ぶ こ と に加えて 、 情報モ
ラ ルの理解や プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ンの実践 に 取 り 組ん で い ます。
そ し て近年はデー タ サイ エ ンスを取 り 上 げて 、 基本的なデー タ
の処理や結果解釈の演習を含める よ う に な り ま した。
Societv5 .0 に代表される社会における情報技術の重要性の裔
ま り と 、 初等中等教育での情報教育の充実 に よ っ て 、 大学での情
報教育の意義が変遷 し て き た こ とを表している と思います。

自分事と して思慮する場

担 当 し て い る ク ラ ス は医学科指定で必修科 巨 に な つ て い ま
す。 学生が科 目履修登録 に 際 し て 「判 断」 を 必 要 と し な い こ と か
ら 、 ど う すれば主体的な態度で受講 し て も ら え る か と い う点が
大事だと考えて授業設計を し て います。情報モ ラ ル に し ろ デー

タ サ イ エ ン ス に し ろ 、 今の大学生 に と っ て非常 に重要な基礎ス

： ： ： ： ： ： ： ： 

／ ／ ● ● ● 

キルですが、 一般的 な情報技術の説明や演習で はその場だけの
活動 に な り がち で す。 自 分事 と し て深慮する 場 と な る よ う に 、

「医」 にかかる情報モ ラルを各回の共通話題 と して設定 し て い ま
す。 1 年生前期履修なので専門的な知識や理解が身につ く 前では
あ り ますが、 入学直後の こ れから 学ぶ領域への探求意欲を 活用
し た いと考えて います。

学習環境 に よる切 り 替え と適合

情報機器を利用する授業なのでパソ コ ン実習室を教室 と して
使 っ て います。 課題検討や関連情報収集 、 検討結果発表などをグ
ル ー プ ワ ー ク で実践する機会を つ く り 、 そ の 回 は机 レ イ ア ウ ト
を 自 由 にできる附属図書館ラ ー ニ ング ・ コ モ ン ズに教室を移動
し ます。 こ う い う 学習環境の変化が 、 学生 に と っ ても学習モ ー ド
の切 り替えとなっ て主体性を高めるのではな いかと期待 し て い
ま す。別のク ラ スでは 、 BYOD (Bring Your Own Device) に
向 けて設計された教室を利用 してみま し た。 学生持参の情報端
末で授業を進行する と 、 機器の違 い に よ る 「蹟き」 に 直面する こ
と があ ります。 それは逆 に知識や技術を沢化させる と とも に 、 対
応 し よ う と する姿勢の 中 に 主体性が引 き 出 されて いる よ う に思
います。与えられた学習環境ではなく 、 自 分が環境を準備 して学
習活動 に適合させる姿勢も重要だ と 感 じ ま した。

こ れ か ら も 、 学生が学びを 実感で き る よ う な支援を工夫 し 続
けたい と 思います。
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[1/10] 
高活性・高耐久な世界最菊の白金ナノ シー ト俎極触媒を開発

一 新奇軸の触媒開発で、 FCVなどの飛躍的な普及拡大に期待 一

白會醸ナノ シー ト
コ ロ イ ド灌濠

“嘘
竺 ／

層状鹸化白會醸塩

、 年 [

[ 1/13]  
令和 4 年度 学生 と学長 と の 懇談会

（第 3 回及び第4 回） を 開催

I I  - News Letter Vol.32 

[ 12/20] 
「琉大ミ ーバイ ®」

中城村ふ る さ と 納税品返礼品に登場 ！

[1/12] 
サ ン ゴ礁島嶼に お け る 水循環と 統合的水資源管理の

た め の 環境教育ツ ール （ ボー ドゲーム ） を 開発

゜
目 日 目
匿9 ·量 ，四

胃昌

[1/23] 
邸水温に さ ら されたサン ゴは熱に強い子供を よ り 多 く 作 る ？

～通常よ り も 多 く の卵を作 り 、 その卵か ら発生した幼生は熱耐性を もつ～



[2/ 15 ]  
那覇市に あ る 子 ど も の居場所 に 関 す る 最新俯報を

ま と めたwebア プ リ
“ icoi（ い こ い）”

の公開

[ 12/12] 
本学初 と な る 「琉球大学

統合報告書 2 0 2 2 」 を

発行 し ま し た

[ 1/4] 
2023年

学長年頭挨拶
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琉球大学大学案内 琉球大学概要2022

璽

琉球大学統合報告冑2022

回

こ の島のおい し い を 、

1 00年先も。

〒 904-0301 沖縄県読谷村字座喜味 2822-3 TEL 098-958-4330 （代） FAX 098-958-4333 

涵 ［sここ；；；証；；療関連業務、 建物の清掃業務 警備業務、 総合建設業）
ト ッ プ ク ラ ス の 技 術 が 見 守 る 、 安 心 感

<·> 日本総合整美株式会社
代表取締役 古ー 川 祐 起

I 沖縄本社 沖は□〗：言畠番
業
]ら昇：勾畠誓贔｀Fは言―840 -2780 1 
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令和4年度琉球大学女子学生学術研究等活動うない奨励賞

令和5年2月9 日（木）に令和 4年度琉球大学女子学生学術研究等活動うない奨励賞の表彰式が行われま
した。 本賞は、 琉球大学特定基金 「うない女性研究者 ・ リー ダー育成基金」 による事業の一環と して昨年度
創設され、 将来を担う優秀な女性リー ダーの育成を目的に、 本学の女子学生の意欲的な研究活動や社会貢
献等の活動を表彰するものです。

多数の応募があった中 、 第2回目のグランプリには理工学研究科博士後期課程海洋環境学専攻1年次の
古） 1 |真央さん 「ミドリイシ麿サンゴの生殖と種分化に関する研究」 、 準グランプリには理工学研究科博土後
期課程知能情報プログラム3年次のMULLER、 YUKIKO KISINOさん 「Unde「wate「 Communica
tion and Unde「water Positioning fo「 Underwate「 D「one Cont「ol」 が選ばれ、 審査委員長を
務めた井上章二理事 ・ 副学長 （教育 ・ 学生支援担当） より、 表彰状と副賞として金一封が授与されました。

グランプリの古川さんからは 「受賞できたことを大変光栄に思う。 今後もミドリイシ属サンゴの生殖と種
分化に関する研究活動 にさらに励んでいき、 研究を通 して夢中 になれる素晴らしさを末来の学生に伝えて
いきたい。 」 との意気込みが述べられ、 準グランプリのMULLER YUKIKO KISINOさんからは 「このよ
うな素晴らしい賞をいただけて光栄に思う。 このプロジェクトは様々な企業 ・ 団 体と連携 して進めていて、
今後は研究での知貝を出身国 （マーシャル諸島） にも還元していきたい。 今回の受賞に心より感謝申 し上げ
たい。 」 と感謝の言葉が述べられました。

理工学研究科博士後期課程海洋環境学専攻1年次

理工学研究科博士後期課程知能情報プログラム3年次

（上から）

古川真央さん、

MULLER.YUKIKO.KISINOさん

紺綬褒章推薦のご案内
本学は、 公益のために私財を寄附された個人・ 団体に授与される 「紺綬褒章」 の公益団体として内閣

府賞勲局より認定を受けております。 個人は500万円以上、 団体は1,0 0 0万円以上、 またあらかじめお
申 し出いただければ分納による寄附も含まれます。 （完納時点での申請） 寄附者様の御意向等確認のう
え、 本学から文部科学省 （同省から内閣府） へ申請いたします。
※申請から受章まで概ね1年ほどかかります。 審査につきましては、 内閣府賞勲局にて行われますので、

審査内容、 審査結果の理由等についてのご回答、 また、 受章の確約はできかねますこと、 あらか じめ
ご了承ください。

ご寄附金額 授与されるもの
500万円以上 紺綬褒章、 章記
1,500万円以上2,500万円未満 紺綬褒章、 章記、 木杯第五号
2,500万円以上5,000万円未満 紺綬褒章、 章記、 木杯第六号
5,000万円以上 紺綬褒章、 章記、 木杯第七号

出典 ： 内閣府ホームページ

お問い合わせ先 ◎ 琉 球大 学 基 金 室

＼ 郵便局からの発送限定 ／

ホ割ア

https:I/www post lapanpost jp/ 
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I I【 芳名簿 】I I
新型コ ロ ナ ウ ィ ルス 感染症 (COVID-19） の影響に よ り 、 社会全体が困難に

｀

直面 す る 中、 多 く の方々 よ り 、 本学へ多大なご支援を賜 り ま し

た 。 心 よ り お礼申 し上げま す 。 本号では、 令和 4 年 9 月 か ら 令和 5 年 1 月 ま でに、 琉球大学基金へ ご寄附いた だ い た 際 に 同意 を い た だ いた
皆さ ま の ご芳 名 （五十音順 · 敬称略） を掲載させて い た だ き ま す。

一
沖縄県立中部病院 沖縄県立北部病院 沖縄県立宮古病院 沖縄コカ ・ コ ー ラ ボ ト リ ング株式会社 北中城村 宜野湾市
宜野湾市飲食業協会 金武町 スナベ株式会社 中城村 ペッ ト シ ョ ッ プオ ン リ ー ワ ン 宮古島市 和仁屋 自治会

東江 平之 小倉 暢之 篠原 里美 土井 歩
浅倉 幾美 木村 匠 島袋 真澄 東矢 光代
新田 保秀 久高 友大 須加原 一博 富永 大介
有銘 エ 小池 真 由 美 田 中 寛二 直井 小百合
井上 章二 木暮 ー啓 知念 幸子 中川 鉄水
小／II 由英 下迫 俊司 筒井 正人 中村 真也

寄附型自動販売機設置状況

2022年 6月 西普天間住宅跡地 （官野湾市） 1 台

沖縄県立北部病院 （名護市） 1 台

7月 しおさい公苑 （北中城村） 1 台

I\゜ ッ トッショ刃 ゜ わリーり） （うるま市） 1 台

8月 北中城村和仁屋公民館 1 台

9月 西普天間住宅跡地 （宜野湾市） 1 台

宜野湾市役所本庁舎 2
、

台

1 1 月 中城村役場本庁舎 1 台

12月 沖縄県立中部病院 （うるま市） 1 台

2023年 1月 金武町役場本庁舎 1 台

宮古島市役所本庁舎 2 台

沖縄県立宮古病院 （宮古島市） 1 台

沖縄健康医療推進基金にご理解 · ご協力を賜 り 、

誠にあ りがとう ございます。

本学では、 寄附型自動販売機の設置賛同者を募つています。
この自動販売機で飲料を購入する と 、 売 り上げ1本につき、
数円から10 円程度のご寄付を いただくものです。

西田 睦 比嘉 俊一 宮尾 徹
新 田 早苗 比嘉 盛也 村上 呂 里
野澤 文人 平敷 昭人 本村 真
萩野 敦子 前島 修 諸見里 善一

萩原 秋男 前原 武子 和 田 直樹
比嘉 桂 三背 大介

他128名
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Q£ALITY FOR TH E FUTURE 
新 た な 価 値 へ 、 新 た な 未 来 へ

Zenh □ren 全 保 連 株 式 会 社


